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産業建設常任委員会委員長報告 
（令和５年９月２６日） 

 

産業建設常任委員会に付託されました議案について、 

審査の経過概要と、その結果を報告します。 

まず、第１号議案、令和５年度亀岡市一般会計補正予算（第

４号）の本委員会所管分でありますが、その主な内容は、 

・農林水産業費では、公共施設の安全で適正な管理の観点か

ら、老朽化した天川共同作業所の除却に要する農業事務経

費や、学校給食に使用する有機米の生産支援などに要する

有機農業推進事業経費の増額補正。 

・土木費では、亀岡市土地開発基金で先行取得している街路

事業馬堀停車場篠線（第２工区）の代替用地について、買

戻しを行う街路事業費の増額補正。 

・災害復旧費では、令和５年５月豪雨において被害を受けた

農地の復旧経費として、現年農業用施設災害復旧事業費の

増額補正であり、 

採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定し

ました。 
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次に、第４６号議案、市道路線の認定は、市道路線につい

て、１路線を認定するものであり、別段異論なく、採決の結

果は全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 
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